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◇ お 知 ら せ ◇ 

平成２０年１月２３日開催の理事会で承認され、 

「あきる野地区委員会」が発足されました。 

(1)規 約 

 ①委員会の構成は、あきる野地区に本社を置く 

組合員とする。 

②委員構成……委員長１名、副委員長１名、 

委員とする。 

(2)委員会活動  

①あきる野地域の災害時における協力体制の確 

立並びに地区の要望、陳情等活動を行なう。 

②「西建協定款第１条目的、及び第７条事業」 

の活動とする。 

③委員の資質の向上、情報交換・交流親睦、地域 

貢献を図る活動。 

④月１回の委員会を開催する。 

⑤その他の活動については、理事会の承認を得て 

行なう。 

 

 

賛助会員名簿 （２月１日現在） 

                  ４１社 

アーバン建材工業㈱     ☎0428-20-1320 

東リース あきる野(営)    042-558-4251   

㈲麻生マーク         042-552-9541 

安藤物産㈱          042-623-6111 

イリソウ㈱          048-465-0243 

㈱エコワスプラント      042-588-0072 

㈱エコワス          042-549-0111 

㈱エルタ           042-556-0184 

㈲大和建工          042-543-0873 

㈱カシワ           0428-32-0678 

技研興業㈱ 関東営業所    048-825-8401 

弘和産業㈱          0428-32-2811 

甲扇アサノ㈱         0428-87-0311 

㈲サーベイ・サービス     042-360-4611 

㈱サンペイ 多摩営業所    042-541-7900 

㈲新富重機          042-555-4810 

㈱杉田建材工業        0428-87-0064 

成友セキュリティ㈱      042-551-1000 

成和印刷㈱          0428-23-0125 

セカンドセキュリティ㈱    042-579-4821 

㈱高野保険事務所       0428-31-1439 

㈲田子内左官建装       042-652-0990 

多摩バンケツト        042-758-2239 

東京プロビジョン㈱      042-548-7673 

㈱中村建材工業        042-558-0028 

㈲ナカ・コ－ポレ－ション   042-936-3226 

西多摩コンクリート㈱     042-597-3724 

日建学院 立川校       042-527-3291 

㈱八王子鈴機         042-692-5555 

㈱標識一番          042-520-3741 

富岳物産㈱ 多摩営業所    042-500-2451 

福生コンクリート工業㈱    042-551-1521 

フリ－工業㈱         03-3831-8085 

㈱VOLLMONT ホールディングス 0428-32-8777 

マテラス青梅工業㈱青梅(営) 0428-31-7001 

㈲丸善産業                 042-554-5929 

㈱水野建材                 0428-22-3691 

ムサシ建設工業㈱           03-3835-3631 

㈱明商                     03-3269-8561 

㈲師岡建材                0428-85-2733 

㈲ユニシステム            042-548-3461 

＊賛助会員規約並びに賛助会員加入申込書は 

組合事務局にございます。ご説明申し上げ 

ますのでご検討宜しくお願い申し上げます。 

 

工
夫
を
重
ね
、
青
梅
市
の
財
産
で
あ
る
豊
か
な
自
然

や
歴
史
・
文
化
を
大
切
に
し
、「
暮
ら
し
や
す
さ
日
本

一
の
青
梅
市
」
を
目
指
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。 

 

結
び
に
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
ま
す
ま
す

の
御
発
展
と
会
員
皆
様
方
の
御
健
勝
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

ご
あ
い
さ
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青
梅
市
長 

竹 

内 

俊 

夫 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合

の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
、

行
政
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
私
こ
と
昨
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
市
長
選

挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
各
方

面
か
ら
の
暖
か
い
御
支
援
を
賜
り
、
引
き
続
き
三
期

目
の
青
梅
市
政
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
緩
や
か
な
景
気
回
復

が
続
い
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
な
か
な

か
そ
の
実
感
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現

状
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

青
梅
市
と
し
て
も
、
安
心
で
快
適
な
市
民
生
活
を

確
立
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

促
進
し
、
行
財
政
基
盤
を
確
固
た
る
も
の
と
し
て
い 

く
こ
と
が
急
務
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
青
梅
市
を
取
り
巻
く
環

境
と
し
て
は
、
圏
央
道
と
中
央
道
が
つ
な
が

り
、
人
や
物
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
河
辺
駅
北
口
整
備
事
業
と
し
て
歩

行
者
用
デ
ッ
キ
が
完
成
し
、
さ
ら
に
商
業
施

設
や
温
泉
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ

し
て
三
月
に
は
、
市
民
待
望
の
新
中
央
図
書

館
も
開
館
い
た
し
ま
す
。 

 

今
後
、
新
庁
舎
建
設
や
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
計

画
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
培
っ
た
経
験
を
活
か
し
て
、
総
合
長

期
計
画
の
目
標
で
あ
る
将
来
の
都
市
像
、

「
豊
か
な
自
然
、
快
適
な
く
ら
し
、
ふ
れ
あ

い
の
街 

～
ゆ
め 

う
め 

お
う
め
～
」
の

実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
と
と
も
に
、
創
意 

 

 

平
成
十
九
年
度 

 

建
設
業
年
度
末
労
働
災
害
防
止
強
調
月
間 

 
 

 

年
度
末
に
は
、
公
共
工
事
を
は
じ
め
多
く
の
工
事
が
完

工
時
期
を
迎
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
工
事
の
輻
輳
化
等
に

よ
り
労
働
災
害
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
ら
に
対
処
す
る
た
め
、
建
設
業
労
働
災
害
防
止

協
会
の
主
唱
、
厚
生
労
働
省
・
国
土
交
通
省
の
後
援
に
よ

り
、
三
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
「
建
設
業
年
度

末
労
働
災
害
防
止
強
調
月
間
」
と
定
め
、
労
働
災
害
防
止

の
徹
底
を
図
る
た
め
の
運
動
を
展
開
す
る
。 

こ
の
た
め
、
本
強
調
月
間
を
契
機
と
し
て
、
経
営
ト
ッ

プ
を
は
じ
め
関
係
者
は
、
労
働
災
害
防
止
の
重
要
性
に
つ

い
て
さ
ら
に
認
識
を
深
め
、
店
社
と
作
業
所
と
の
緊
密
な

連
携
の
も
と
に
、
危
険
ゼ
ロ
の
安
全
で
働
き
や
す
い
快
適

な
職
場
づ
く
り
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

建
設
業
年
度
末
労
働
災
害
防
止
強
調
月
間 

三
月
一
日 

▽ 

三
月
三
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

建
災
防
西
多
摩
分
会 

作業員の皆様へ 

●毎年３月は、労働災害が多い月です。お互いに心が

けて安全に作業をしましょう。 

1.安全ミーティングで、職長や作業主任と作業方法・

手順などを話し合って、正しい作業手順で作業をす

すめましょう。 

2.作業前に保護具・工具・器具・機械等の点検を行い、

正しい使い方をしましょう。 

3.作業中は、仲間や他職の人と連絡や合図を確認しま

しょう。 

4.危険なところがあったら、すぐに責任者に申し出ま

しょう。 

5.整理・整頓・清掃・清潔に努めましょう。 

6.仲間が危ない作業をしていたらその場で注意し、ま

た注意されたら素直に従いましょう。 

7.火気を使用するときは、職長の指示に従い火気の管

理を十分に行ないましょう。 

8.自分の体調管理に心がけ、体の調子が悪いときは、

職長に申し出ましょう。 
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 １月 事 業 報 告  

１１日 広報委員会  162 号編集 

２１日 総務委員会 

２３日 新春経営講習会 午後２時～５時  

・東京都総合評価方式と技術点ポイント解説 

・平成２０年四月経営事項審査改正の概要 

２３日 新年会 午後６時～ 会場：青梅市福祉

センター（スイート・プラム３階） 

  ２月 事 業 計 画  

８日 広報委員会１６３号編集発行 

 ８日 若手の会 役員会 

８日 三多摩建設業連合会新年懇親会 

１８日 総務委員会 

２０日 理事会 

 

《 １月２３日 理事会報告》 

①報告事項 

  ・経営講習会   

  ・賛助会員 

・委員会報告 

  ・その他 

②審議事項 

・新年会対応の件 

  ・馬場理事退任役員記念品の件 

・賛助会員１件承認の件 

・あきる野地区委員会設立の件 

・三多摩建設業連合会新年懇親会対応    

 

賛
助
会
員
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ 

№
１ 

 

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
事
故
処
理
と 

契
約
保
全 
お
客
様
の
立
場
に
立
っ
て 

株
式
会
社 
高
野
保
険
事
務
所 

代
表
取
締
役 

高
野 

真
人 

  
 

表
題
の
文
言
は

平
成
十
一
年
に
西

の
風
新
聞
社
の
取

材
に
応
じ
た
と
き

の
新
聞
の
見
出
し

で
す
。 

  

文
字
通
り
保
険
は
ご
契
約
を
い
た
だ
い

た
時
か
ら
総
て
が
始
ま
り
、
契
約
終
了
と

と
も
に
総
て
が
終
わ
り
ま
す
。
そ
の
間
こ

そ
が
正
念
場
で
あ
り
ま
す
。
と
く
に
事
故

が
発
生
し
た
時
に
こ
そ
私
ど
も
の
評
価

が
問
わ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
無
事
故

で
終
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
の
は
、
ご
契

約
者
、
即
ち
お
客
様
で
あ
り
ま
す
。
私
ど

も
と
し
て
も
同
じ
思
い
で
あ
り
ま
す
。
現 

場
で
は
、
ど
ん
な
に
注
意
し
て
も
防
ぎ
き

れ
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
昔
は

「
万
が
一
」
と
表
現
し
て
お
り
ま
し
た
。

時
に
は
「
千
が
一
」
だ
っ
た
り
「
百
が
一
」

だ
っ
た
り
と
多
様
化
し
て
い
る
シ
ス
テ

ム
の
な
か
で
は
、
何
が
起
き
る
の
か
予
測

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

事
故
が
発
生
し
た
時
の
現
場
の
皆
様

の
驚
き
と
、
戸
惑
い
は
痛
い
ほ
ど
私
ど
も

も
感
じ
ま
す
。
一
刻
も
早
く
対
応
し
な
け

れ
ば
と
、
す
べ
て
の
営
業
を
中
止
し
て
、

全
社
員
で
当
た
り
ま
す
。
貴
重
な
お
金
を

い
た
だ
い
て
い
る
私
ど
も
と
す
れ
ば
当

然
の
こ
と
で
す
が
、
易
き
に
流
れ
な
い
よ

う
、
心
し
て
対
応
す
る
こ
と
を
誓
っ
て
お

り
ま
す
。
私
ど
も
は
、
必
要
に
応
じ
て
現

場
に
直
行
し
て
、
状
況
を
正
し
く
つ
か

み
、
正
し
い
情
報
を
い
ち
早
く
保
険
会
社

に
知
ら
せ
ま
す
。
情
報
の
正
確
さ
、
報
告

の
早
さ
は
、
そ
の
後
の
事
故
処
理
に
大
い 

  

  

 に
役
立
ち
ま
す
し
、
会
社
も
担
当
を
指

定
し
て
待
機
し
て
く
れ
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
正
確
な
情
報
を
い
ち
早
く
私
ど

も
に
（
又
は
保
険
会
社
直
接
で
も
良

い
）
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思

い
ま
す
。 

死
亡
事
故
の
一
報
は
、
私
ど
も
に
と

っ
て
つ
ら
い
報
告
で
す
。
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
方
の
ご
家
族
、
肉
親
は
更
に

お
つ
ら
い
で
し
ょ
う
し
、
当
事
者
た
る 

 

会
社
の
方
々
も
同
じ
と
思
い
ま
す
。
私

ど
も
で
は
全
力
を
あ
げ
て
対
応
致
し
て

き
ま
し
た
し
こ
れ
か
ら
も
対
応
い
た
し

ま
す
が
、
無
事
故
を
祈
る
の
み
で
す
。

対
物
に
つ
い
て
は
、
現
場
の
確
認
、
と

く
に
写
真
に
よ
る
保
全
は
必
ず
お
願
い

し
た
い
一
つ
で
す
。 

 

保
険
を
通
し
て
社
会
に
奉
仕
す
る 

遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
保
険 

 

特
級
一
人
、
上
級
二
人
、

普
通
一
人
、
私
ど
も
は
昭
和

四
十
六
年
十
一
月
に
開
業
、

今
年
で
三
十
七
年
目
と
な
り

ま
す
。
高
野
幸
助
が
地
域
に

根
差
し
た
保
険
代
理
店
を

と
、
当
時
で
は
め
ず
ら
し
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

外
資
系
の
Ａ
Ｉ
Ｕ
保
険
会
社
の
初
級

代
理
店
と
な
り
ま
し
た
。
三
男
の
私

は
、
都
立
第
五
商
業
高
等
学
校
を
卒
業

後
、
平
成
四
年
五
月
に
Ａ
Ｉ
Ｕ
保
険
会

社
の
特
別
研
修
生
と
し
て
入
社
。
営

業
、
査
定
、
事
務
を
二
年
間
研
修
し
、

平
成
六
年
四
月
株
式
会
社
高
野
保
険

事
務
所
に
就
職
、
同
十
二
年
四
月
か
ら

代
表
取
締
役
に
就
任
、
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
資
本
金
は
一
千
万
円
、
青

梅
街
道
沿
い
の
桜
株
交
差
点
南
側
に

所
在
し
て
お
り
ま
す
。
甥
の
書
い
た

「
キ
リ
ン
の
絵
」
が
目
印
で
す
。
尚
、

私
は
三
年
前
保
険
大
学
を
終
了
し
、

「
日
本
代
協
認
定
保
健
代
理
士
、
高
野 

真
人
の
い
る
店
」
を
名
乗
る
こ
と
を
許

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
青
梅
消
防
団
に
入

団
、
十
年
勤
め
て
退
団
、
現
在
は
青
梅

青
年
会
議
所
に
入
会
し
て
い
ま
す
。
め

っ
た
に
な
い
け
ど
火
災
保
険
、
ケ
ガ
の

こ
と
な
ら
傷
害
保
険
、
長
生
き
し
て
こ

そ
生
命
保
険
、
企
業
を
守
る
賠
償
保
険
、

今
日
も
一
日
安
全
運
転
、
法
人
、
個
人

の
自
動
車
保
険
等
、
お
客
様
に
安
心
し

て
い
た
だ
く
こ
と
と
、
入
っ
て
い
て
よ
か

っ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
生
懸
命
に

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
一
度
是
非
と
も
お
声
を

掛
け
て
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  

私
ど
も
は
提
案
し
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 

最
も
適
切
で
必
要
な
保
険
プ
ラ
ン
と 

た
し
か
な
明
日
の
た
め
の 

ア
ド
バ
イ
ス 

 

株式会社 

高野保険事務所 
 
〒198-0024  

東京都青梅市新町 4-19-7 

電話 0428-31-1439 

31-8117 

FAX   0428-31-5113 

 

  

 

 

◇ 特 集 ◇ 多摩川に掛かる橋  第１４回 

 ◎御岳小橋 

  御岳渓谷遊歩道の両岸を連絡する吊 

り橋。昭和４７年吊橋だけの小橋が完 

成した。２年後の洪水で流失寸前の被 

害を受けた。先代を継いで建造された 

美しい吊り橋である。渓谷に映えるこ 

の橋もさることながら、この橋上から 

の眺めが素晴らしい。 

  橋種：人道橋  構造：つり橋 

構造：吊橋・桁橋 直 鋼 ２主 Ｉ型  橋長＝79.1ｍ   

幅員＝ 2.5ｍ   施工年月：昭和５１年 3 月  水面まで 9ｍ 

下部 / 橋台２基 橋脚１基  門構 / 鋼管柱 ctc3ｍ        

◎鵜の瀬橋 

  渓谷遊歩道から渡る。ここも昭和４９年の台風による流失のあと架橋さ

れた二代目。一見、変哲も無い橋に工夫があって、橋桁の中央部を高くし

たアーチ理論によってつくられる。歩道はアーチに沿ったので、「太鼓橋」

となった。 

  橋種：人道橋  構造：桁橋 上路 ２ 主 Ｉ型 H2ｍ 直 

下部 / 橋台２基  橋長＝72.0ｍ  幅員＝1.4ｍ   

施工年月 ：昭和６２年３月     水面まで 10ｍ              
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